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ます 19. これに対して,｢後期｣には,｢説明｣や ｢教育｣の立場から,ことばの世界の多様性が語
られます.こちらは,｢有限列｣の世界,統計学的な世界に対応すると考えられないでしょうか.柄
谷行人が ｢探求 Ⅰ,ⅠⅠ｣で語っている ｢他者とは超越的他者ではなく,そのへんに普通にいる他者
である｣というテーゼも,私には同じような意味に思えます.



















































































































































































































































































































































































の目標は ｢リアル｣を写し取るということよりも,2元論的な ｢対象対 表現｣の構造を確立させ
ることにあったのではないかと思います 37.表現する ｢相手｣が断固として存在しなければ,義
現しようがないんじゃないか,というふうに思いつめたのでしょう.土門拳は,当時,アマチュア
の教祖的存在でしたが,カメラ雑誌の月例コンテストの選評が ｢写真批評｣などの本になって残っ
ていて,今読んでも,というか,今読むと,すごいです.むちゃくちゃ言ってますが,それは,｢近
代｣の不在に対する怒りというようにも読めます.土門拳のたんつば論,というのもありまして,
駅にあった赤い疾壷が,駅が空襲で灰塩に帰してもひとり瓦磯の中にあるのを見た,これぞ実在で
ある,というのですが,たんつぼ,壊れちやったらどうするんでしょう.そんな根性の無いたんつ
ぼは,実在とは認めてもらえないということでしょうか.
いつまで話していてもきりがありませんね.結論をいいますと,情報の学問とは,西欧文明の到
達点,あるいは
西欧文明の自意識の数理化
32 ｢書いたものの庫位｣とか ｢主体の消滅｣についていえば,中国文化圏では,文字の書いたものはそれだけで偉いこと
になっているようです.さらに,自然科学のコミュニケーションでは,｢主体としての著者そっちのけで,論文がお互いに引
用し合い,再生産しあう｣というポスト構造主義的状況がとっくに実現してるので,そういう分野の人にはなおさらわから
ないでしょう.
33小林秀雄の言葉ですが,おおもとは青山二郎だという話もあります.
34世界的にも,認知科学やロボット科学では,この事が主流になりそうなので,前近代人どもが喜んでいるわけです.莱
際,｢花の美しさ｣を ｢美しい花かどうか判定するプログラム｣と読みかえれば,小林秀雄は正しかったと認めざるを得な
いのかもしれません.
35だいぶ前の方の脚注でも触れましたが,この解釈は違っているかもしれません.
36渡辺武信 ｢住まい方の実践｣,中公新書 (1997).
37もっとも,彼の標語は ｢対象とカメラの直結｣なので,そのまま受け取ると ｢直接派｣の筆頭なのですが.もっと考え
なきゃだめかな.
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なのだと思います.これでは,日本が ｢情報に弱い｣のも無理はないです.もっとも,これからの
時代は,もはや2分論ではなく,サイボーグとか機械との合体の時代だという考えもあります.｢攻
穀機動隊｣や ｢エヴァ｣を見て育った人たちが研究の第一線に出て来るのも,そう遠い先ではない
でしょうし,彼らはロボットとか人工知能というものをはじめからそういうものとして捉えている
と思います.ずいぶん前に,西垣通は ｢ペシミスティック･サイボーグ｣という本を書いて,｢これ
からはサイボーグの時代になるけど,それは嫌だ｣と言っていました.私はサイボーグでもクロー
ンでもどんどんやればいいと思うのですが,来るべき政治的な ｢直接性の支配｣の時代について
は,どうしたらいいのかわかりません.もはやそれに抗するすべはないように思われますが,せめ
て科学者や哲学者は思想の上でそれに協力しないで欲しいものです.
大体ひと通りやりました.どうもありがとうございます.
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